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西南日本外帯黒瀬川帯のテクトニクス 

Tectonics of the Kurosegawa belt in the Outer Zone of SW Japan 
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Abstract 

 The Kurosegawa belt is a narrow, discontinuous body with serpentinite mélanges that transects the 

middle of the Jurassic accretionary belts in the Outer Zone of SW Japan. Constituent rocks of the 

Kurosegawa belt which include high-grade metamorphic rocks, granitic rocks, continental shelf 

sediments, and accretionary complex lithologies strongly indicate the derivation of the South China Block. 

The block detached from Gondwana supercontinent in the Middle Carboniferous and became isolated in 

equatorial regions north of Gondwana in the area between East Paleo-Tethys and Panthalassa during 

the Permian to Triassic. Then the block amalgamated with the Asian (Eurasian) continent by the Late 

Triassic. As a result, a long west-dipping subduction zone along the eastern margin of the Asian 

continent initiated along the western margin of the Pacific Ocean. Oblique subduction of Izanagi Plate in 

the Early Cretaceous resulted in sinistral strike-slip displacement along this margin resulting in 

formation of the serpentinite mélange zone that characterizes the Kurosegawa belt. Constituent blocks of 

the belt were translated northward along the convergent continental plate margin to their present 

position. This interpretation provides an alternative hypothesis that challenges the existing Kurosegawa 

klippe and tectonic erosion model for SW Japan, and the concept of Greater South China. 
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１. はじめに 

日本列島の形成・発展に関する研究は，1970 年代にプレートテクトニクスが登場したことによって，根底

から検討しなおす必要に迫られた。この流れの中で，付加体形成プロセスが解明され，放散虫生層序学が確

立したことによって，日本列島地体構造発達史への理解はめざましい進展を遂げた。さらにこの動きを加速

させたのが，2000年代に入って始まった，花崗岩類や砕屑岩類に含まれるジルコン粒子のU-Pb年代学の確立

であった。その結果，西南日本外帯黒瀬川帯の研究も画期的に進展し，構成岩類の特性，年代や分布様式な

どに関する知識が格段に増加した。黒瀬川帯を構成する为体は，大陸起源の黒瀬川古期岩類と呼ばれる，カ

ンブリア紀からデボン紀の年代を有する高度変成岩類（寺野変成岩類）や圧砕花崗岩類（三滝花崗岩類）お

よび化石を多産する石灰岩と火山砕屑岩類からなるシルル-デボン系である。それらに加えて，ペルム紀から

白亜紀最前期に及ぶ広範な年代を有する活動的大陸縁辺域の陸棚堆積層の存在が明らかとなった。それらに

は，花崗岩類や珪長質火砕岩類の礫が特徴的に含まれる。また，石炭紀，ペルム紀，三畳紀およびジュラ紀

付加体も重要な構成岩類であることが判明した。 
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図１ 大陸と大洋の分布を示す古地理復元図.  A：デボン期前期（Domeier and Torsvik, 2014）;  B：ペルム紀中期（Domeier and 

Torsvik, 2014）;  C：ジュラ紀後期（Matthews et al., 2016）. （略号SC：南中国大陸地塊; A：インドシナ大陸地塊）. 

Fig.1 Paleogeographic map illustrating the distribution of lands and ocean. A: Early Devonian （Domeier and Torsvik, 

2014）;  B: Middle Permian （Domeier and Torsvik, 2014）; C: Late Jurassic （Matthews et al., 2016）. 
(Abbreviations SC: South China continental block; A: Indochina continental block). 
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さらに，これらの黒瀬川帯構成岩類の形成は，超大陸ゴンドワナの北東部を占めていた「南中国地塊」（図

１A）で始まったことが確実となった。南中国地塊は，その後超大陸から分裂して，古テチス海とパンサラッ

サ海境界の赤道地帯に独立した地塊として分布した後（図１B），アジア（ユーラシア）大陸の原型が形成さ

れると，最終的にその一部に組み込まれた（図１C）ことが明らかにされている。黒瀬川帯の大陸起源の地質

体や付加体は，このような変遷を辿った南中国地塊に帰属していたとみなされる（波田, 2023参照）。 

ところが，南中国地塊起源とみなされた多様な地質体は，その後そこから引きちぎられてさまざまな大き

さのブロックと化し，現在は西南日本外帯の付加体が広範に分布する領域に移動し，黒瀬川蛇紋岩メランジ

ュ帯を形成している。このような，黒瀬川帯の形成・発展過程（テクトニクス）を解明することは，西南日

本の地体構造発達史を考察する上で極めて重要な課題である。そこで本稿では，黒瀬川帯の形成・発展をめ

ぐるこれまでの議論を整理し，残された課題について言及することにする。 

 

２．黒瀬川帯の形成メカニズムとテクトニクス 

黒瀬川帯の为に大陸地塊由来の異地性地質体が，西南日本外帯の秩父北帯と三宝山帯を構成する海洋起源

のジュラ紀付加体の間に定置したテクトニクスについては，これまでに，「黒瀬川古陸衝突・付加説」，「黒瀬

川クリッペ説」および「黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説」の大きく分けて３つの説が提唱されている。 

黒瀬川帯の際立った特徴は，付加体が広範に分布する周囲とは全く異なり，为に大陸起源の多様な地質体

の岩塊が蛇紋岩を伴って構造帯的な地体構造区を形成している点である。そのような地帯のテクトニクスを

説明するために多くの研究者が最初に発想したのが，日本列島とは無関係の微小大陸（マイクロコンチネン

ト）が別の場所から移動してきて，日本列島の大洋側から衝突・付加したとする考えであった。この考えを

日本の地質に最初に導入したのは，勘米良ほか（1980）と Saito and Hashimoto (1982)であった。彼らは，

東北日本の南部北上帯や西南日本の黒瀬川（構造）帯の起源は，Nur and Ben-Avraham (1977)が提唱した

“Pacifica”の考え方で説明可能であると考えた。Nur and Ben-Avraham (1977)の考えは，環太平洋地域に

は，大洋中央部低緯度地帯から四方八方に拡散・移動して，最終的に周囲の陸域に衝突・付加した地質体が

存在するという着想であった。黒瀬川帯についてはその後も，大洋側から“黒瀬川古陸”が衝突・付加した

とする考えが多くの研究者によって提唱された（Ichikawa, 1981; Taira et al., 1983; Maruyama et al., 1984; 

Yoshikura, 1985; 磯﨑, 1986; Yoshikura et al., 1990 ほか）。また，フランスの研究グループは，西南日

本の特徴的な構造は，Alpine-type造山帯で一般的なスラスト・シートやナップであるとし，その形成には微

小大陸や成熟した島弧が間欠的に衝突することが欠かせないとする考え方を最近に至るまで一貫して踏襲し

ている（Faure, 1985；Charvet, 2013ほか）。 

ところが，伊藤・佐藤（2010）が地震探査による西南日本の海溝側から島弧を経て日本海に至る詳細な地

殻構造断面を公表したことによって（図２），黒瀬川古陸衝突・付加説は根底から考え直す必要に迫られた。

伊藤・佐藤（2010）が示した反射法を基礎とする地殻上部の構造モデルによると，地表における秩父帯の地

層の分布域の地下には，秩父帯の南側に分布する四万十層群から緩やかに北傾斜する反射領域が断続的に追

跡されることから，秩父帯付加体は四万十帯付加体の分布に遮られて地下深部まで延長していないと解釈さ

れた。一方，秩父帯と四万十帯の境界を画する仏像構造線は，地表位置から秩父帯の暫定的な深度数km以浅

に存在する推定底面を通り，反射的領域として把握される三波川帯変成岩類の底面に至ると解釈された（図

２）。 
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図2 南海トラフ−大和海盆北縁地殻構造断面. MTL：中央構造線； BTL：仏像構造線; AF：安芸断層（伊藤・佐藤, 2010）. 

Fig.2 Crustal cross-section from the Nankai trough to the northern margin of the Yamato basin. MTL: Median Tectonic 

Line; BTL: Butsuzo Tectonic Line; AF: Aki fault（Ito and Sato, 2010）. 

 

この研究は，活動的大陸縁辺域において，付加過程が進行する変動帯の地質構造の解明に大きく寄与した

点で，極めて重要な研究成果であった。この結果，尐なくとも西南日本外帯の地下に，衝突・付加した黒瀬

川古陸のような陸塊が残存している可能性は完全に否定された。そこで以下では，現在も議論が続いている，

黒瀬川クリッペ説と黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説の二つについて言及することにする。 

 

３．黒瀬川クリッペ説 

黒瀬川帯の成因に関する本格的な議論は，磯﨑・板谷（1991）が「黒瀬川クリッペ説」を提唱したことに

よって始まった。彼らの説は，高知県中西部の秩父北帯において，ジュラ紀付加体「中津山ユニット（Hada and 

Kurimoto, 1990）」の上位に，弱変成「吾川ユニット」がスラストで累重することを発見したことに始まる（図

３）。そこで彼らは，この地域に分布する付加体弱変成岩の白雲母の K-Ar 年代を検証した。すると，中津山

ユニットが 134〜117 Ma であるのに対して，吾川ユニットは 223〜179 Ma であり明らかに古かった。一方，

吾川ユニットのK-Ar年代は，黒瀬川帯の弱変成岩（変成付加コンプレックス）の年代群とはよく一致してい

た（図３）。例えば，黒瀬川帯の変成付加コンプレックス上倉層の年代は 229〜186 Ma（磯﨑・板谷, 1990）

である。ちなみに，その後明らかにされた黒瀬川帯新期伊野変成コンプレックスの年代も185〜148 Ma（脇田

ほか, 2007）である。そこで彼らは，吾川ユニットは黒瀬川帯構成要素とみなされ，秩父北帯のジュラ紀付

加体の構造的上位に累重していると結論した。 

また，黒瀬川帯構成要素はその南側に分布する三宝山帯ジュラ紀付加コンプレックスとは北傾斜の断層で接して

いることから，それらを総合的に考察して，黒瀬川帯は秩父北帯と三宝山帯のジュラ紀付加コンプレックスの構造

的上位に，クリッペ状に累重しているとする，黒瀬川帯の地質構造に関するそれまでにはなかった革命的な考えを

提唱した。彼らはまた，黒瀬川クリッペの構成要素は，西南日本内帯の隠岐帯の南側（下位）に分布し，美濃–丹波

帯ジュラ紀付加体の構造的上位を占める，「内帯先ジュラ系地質体」とよく一致するとする見解を示した。ジュラ

紀付加体の上位の地質体とは，超丹波帯，舞鶴帯，“三郡”変成岩および秋吉帯からなる先ジュラ紀付加体と，

長門構造帯や飛騨外縁帯に包含される古期岩類である。これらは，黒瀬川帯構成要素と類似し，両者の地質

構造的層準も一致するとみなされたことから，黒瀬川帯は内帯の先ジュラ系の構造的外座地質体または巨大

クリッペにあたると推定した（磯﨑・板谷, 1991）（図４）。さらに，磯﨑ほか（1992）はこの仮説を検証す

るために，四国や紀伊半島において黒瀬川帯周辺の弱変成岩のK-Ar年代を広範に測定し，黒瀬川帯構成要素

の年代を有する地質体の広がりを示すとともに，それらの地質体の詳細な産状を明らかにして，黒瀬川帯構

成要素は秩父帯のジュラ紀付加体の上にクリッペ状に累重すると結論した。 
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図３ 四国中・西部中津山地域の吾川ユニットと中津山ユニットを示す地質図とそれらの白色雲母K-Ar年代（磯﨑・板谷, 1991）. 

Fig.3 Geologic map of the Agawa and Nakatsuyama units and their white mica K-Ar ages (Isozaki and Itaya, 1991). 

 

黒瀬川クリッペ説に基づく西南日本の模式断面図（図４）は，伊藤・佐藤（2010）が示した反射法を基礎

とする西南日本の地殻構造断面図（図２）と極めて整合的であるといえる。伊藤・佐藤による地殻構造断面

図を見ると，秩父帯ジュラ紀付加体の南（下）限は低角度で北に傾斜する仏像構造線で，それを北へたどる

と，ジュラ紀付加体を遮断するように仏像構造線から地表に向かって延びる副次的な断層が派生すると解釈

されている。その結果，ジュラ紀付加体は仏像構造線から派生した南傾斜の断層によって北限を画され，最

終的に三波川変成岩類の構造的上位に累重するように描かれている（図２）。すなわち，秩父帯ジュラ紀付加

体は全体として向斜状を呈していることになる。伊藤・佐藤（2010）の地殻構造断面図には黒瀬川帯は表示

されていなかったが，その後の磯﨑（2018）ではそれを改変して，向斜状を呈する秩父帯ジュラ紀付加体の

さらに上位に，黒瀬川帯が向斜状を呈して構造的に累重するとする模式断面図を示した。 

図４ 西南日本中国－四国の地体構造区分を示す模式断面（磯﨑・板谷, 1991）. Ak：秋吉帯；“Sn”：三郡変成帯；Mz：

舞鶴帯；Ut：超丹波帯；Ry：領家帯；Sb：三波川帯；Ch：秩父帯；A.T.:上倉スラスト；K.T.：神原谷スラスト；B.T.L：

仏像構造線. 
Fig.4 Schematic profiles of the Paleozoic-Mesozoic orogen in SW Japan (Isozaki and Itaya, 1991). Ak: Akiyoshi 

belt; “Sn”: Sangun metamorphic belt; Mz: Maizuru belt; Ut: Ultra-Tanba belt; Ry: Ryoke belt; Sb: Sanbagawa 

belt; Ch: Chichibu belt; A.T.: Agekura Thrust; K.T.: Kanbaradani Thrust；B.T.L.: Butsuzo Tectonic Line. 
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これに対して，斎藤ほか（2005）や脇田ほか（2007）は，5万分の1地質図幅作成のために実施した詳細な

地質調査に基づいて，磯﨑・板谷（1991）の黒瀬川帯をクリッペと見なす地体構造モデルは，調査地域でも

支持されるとする見解を示した。斎藤ほか（2005）は，“黒瀬川帯”の蛇紋岩メランジュや正常堆積物，ペル

ム紀堆積岩コンプレックスがジュラ紀付加コンプレックスを構造的に覆うとする模式断面のモデルを示して

いる。九州西部地域の古生界・中生界についてはこれまでに多くの研究が進められてきた結果，斎藤ほか（2005）

でも示されたように，地質体の延びの方向にほぼ平行な東北東–西南西に走る複数の構造線あるいは攪乱帯に

より，秩父帯は複数の構造帯に分かれていることが明らかにされている（松本ほか, 1962など）。このような

複数の高角断層が存在し複雑な地質を呈する地帯で，多様な地質体相互の関係や後生変形を含めた構造を解

明し地質体の上下関係を判定することは，大層困難をともなう作業であったと想像される。そこでは，“黒瀬

川帯”という概念自体が成立しないとされている（斎藤ほか, 2006）。一方脇田ほか（2007）も，非変成ジュ

ラ紀付加コンプレックスが黒瀬川帯の古期伊野変成コンプレックス，三滝深成コンプレックスや寺野変成コ

ンプレックスと呼んだ黒瀬川帯の地質体が，新期伊野コンプレックス（変成付加コンプレックス）とともに，

非変成ジュラ紀付加コンプレックスを構造的に覆っていると推定した。いずれも，磯﨑・板谷（1991）の黒

瀬川帯クリッペ説を支持する研究成果であるとされた。 

 

４.黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説 

一方，黒瀬川クリッペ説と異なる可能性を提案したのが「黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説」である。

黒瀬川帯が横ずれ構造運動によって形成された可能性を最初に提案したのは，黒瀬川クリッペ説が提唱され

る以前の，平ほか（1981）であった。彼らや小澤ほか（1985）は，まず黒瀬川古陸と呼んだ外来陸塊が日本

列島の大洋側からジュラ紀末期に衝突・付加し，付加後のジュラ紀末期〜白亜紀前期にはプレート運動が横

ずれに変化したのに伴い，衝突地塊の大洋側が破壊されて蛇紋岩メランジュ帯が形成されたとみなし，これ

こそが「黒瀬川構造帯」であるとする考えを提示した（図５）。 

図５ 白亜紀後期の西南日本の島弧–海溝系の模式断面図と蛇紋岩メランジュ帯としての黒瀬川構造帯（Taira et al., 1988）. 
Fig.5 Late Cretaceous development of arc-trench system in SW Japan and the Kurosegawa tectonic zone of serpentinite 

mélange zone（Taira et al., 1988）. 
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現在では，黒瀬川帯の異質な地質体を外来陸塊の衝突・付加とみなす考え方は否定され，かわって黒瀬川

古期岩類は南中国地塊に由来するとする考えが広く受け入れられるようになった。したがって，彼らの“黒

瀬川古陸”の衝突・付加の考え方は現在では成り立たないが，黒瀬川構造帯を横ずれ変動帯と認定したこと

は極めて先見的な指摘であった。なお，伝統的に黒瀬川構造帯と呼ばれてきた地体は，現在ではより広い意

味を持たせた「黒瀬川帯」の一部とみなされている。また同時期に，田代（1985）は白亜系海生二枚貝フォ

ーナの検討に基づいて，秩父北帯の地質体と不整合関係や断層関係にある白亜系下部統物部川層群（オーテ

リビアン階〜アルビアン階）のフォーナと，一般にレンズ状あるいはクサビ状の断片的な小分布を示す黒瀬

川帯の白亜系下部統南海層群（バレミアン階〜アプチアン階）のフォーナとの間には，古生物地理区の顕著

な違いが存在することを発見した。そこで，より低緯度で形成されたと推定した南海層群は，黒瀬川帯に沿

って北上して物部川層群と並列するようになった可能性があり，それらの間には巨大な横ずれ断層の存在が

想定されるとした。一方，両者の違いは時間の経過とともに縮小され，白亜紀前期末（アルビアン期）には，

物部川・南海両層群の岩相・フォーナともに区別が困難となることから，この時期になると両層群はほぼ同

じ古生物地理区内に位置することになったと推定した。 

一方，Hada et al. (2001) は，西南日本に東西帯状に分布する付加体の年代は全体として大洋側に向かって若

くなるが，黒瀬川帯はこの配列を妨げ，しかも周囲とは全く異質な地質体が付加体に挟まるという事実に基づいて，

黒瀬川帯は，横ずれ断層運動によって形成された異地性の地質体で構成される蛇紋岩メランジュ帯であるとする考

えを示した。その後明らかとなったデータを加味すると，黒瀬川帯を構成する地質体は，南中国地塊を構成してい

たカンブリア紀から白亜紀最前期におよぶ大陸地塊起源の種々の地質体とその陸塊に付加した付加体であること

が明らかになってきた（波田, 2023参照）。南中国地塊で形成されたとみなされる最も若い地質体は陸棚堆積層で，

その年代は白亜紀最前期（ベリアシアン期）に及ぶ（石田・香西, 2004）。したがって，左横ずれ断層運動によっ

て南中国地塊から多様な地質体が引きちぎられ，現在の黒瀬川帯蛇紋岩メランジュ帯が形成されたとすると，それ

は白亜紀前期以降のことになる。左横ずれ断層運動を想定する理由は，Maruyama and Seno (1986) が西南日本に

対するイザナギプレートの相対運動の解析に基づいて，白亜紀前期の140〜85 Ma には，イザナギプレートが北な

いし北北西方向に，大きなスピードで沈み込んでいたことを明らかにしていたことにある。黒瀬川帯は，イザナギ

プレートが北上するようになったことに対応して，アジア（ユーラシア）大陸の南中国地塊の部分の前孤域で引き

起こされた大規模な左横ずれ断層運動に起因して形成されたとみなされる。左横ずれ断層運動は，アジア大陸の南

中国地塊の部分で始まり，蛇紋岩メランジュ帯を形成しながら北に波及したのに伴って，南中国地塊の海側で形成

されていた三宝山帯のジュラ紀末〜白亜紀前期付加体は北に移動し，より北部の大陸縁辺域で形成されていた秩父

北帯のジュラ紀付加体の海側に黒瀬川帯を挟んで並列したとみなされる。 

Murata (1982)が早くから推定し，伊藤・佐藤（2010）によって証明されたように，中央構造線，仏像構

造線，安芸構造線は地表では高角であっても地下では内陸側にゆるく傾斜している可能性が高い（図２）。黒

瀬川蛇紋岩メランジュ帯の地下構造もこれと調和的で，低角左横ずれ断層帯は海洋プレートの沈み込み帯に

平行するように，緩やかに内陸側に傾斜するように形成されたと推定される。また，イザナギプレートがア

ジア大陸縁に沿って移動するようになったことによって，前孤域に直交する方向の圧縮力が低下し，前弧域

地下のウェッジマントルのカンラン岩は加水によって蛇紋岩化して上昇し，もともと南中国地塊の大陸地殻

や前弧域を構成していた古期岩類，high-P/T変成岩類，種々の年代に形成された付加体ならびに中・古生代

陸棚堆積層がブロックとなって巻き込まれて，黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯が形成されたとみられる。 
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図６ 黒瀬川地帯，南・北中国，インドシナおよび南西ボルネオ地塊の年代に対する古緯度の変遷（Uno et al., 2011）. 

Fig.6 Age versus paleolatitude plot for the Kurosegawa belt and North China, South China, Indochina and Southwest 

Borneo blocks（Uno et al., 2011）. 

 

それを具現しているのが，九州から関東山地にまで延びる黒瀬川帯であると考えられた。ところで，久田

ほか（1996）は，デボン系上部統の砕屑岩中のクロムスピネルの分析に基づいて，デボン紀後期に超大陸ゴ

ンドワナ北縁部から分離・北上し始めた南中国大陸地塊の前孤域で，上部マントル起源の蛇紋岩が突出した

と推定されるとした。この時の蛇紋岩帯が，その後の黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯を形成した横ずれ断層運動

の場となった可能性も考えられ，今後の検討課題である。 

この横ずれ断層運動を検証したのが，Uno et al.（2011）である。彼らは，熊本県西部の黒瀬川帯に分布

する田浦層（三畳系上部統カーニアン階）および日奈久層（白亜系下部統アプチアン階）について古地磁気

を測定し，両層の細粒砕屑岩からそれぞれ4°Nおよび18°Nの古緯度のデータを得た（なお，日奈久層の年

代は，化石のデータに基づいて，ここではアプチアン階とみなした)。これらの古緯度を，ジュラ紀後期には

原型が出来上がっていたアジア（ユーラシア）大陸の東部を構成する大陸地塊がたどった古緯度の変遷と比

較すると，南中国地塊から得られた古緯度のデータのみと有意な差が存在しないことが明らかになった（図

６）。とくに議論の対象となる南中国地塊とインドシナ地塊の古地磁気データに注目すると，Uno et al.（2011）

の解析結果が示すように，両者のジュラ紀前期（180 Ma）の古緯度データは明瞭に異なっていて，黒瀬川帯

の移動軌跡と一致するのは南中国地塊のデータである。なお，Yan et al. (2018)は両地塊の移動軌跡は重な

るとする見解を示しているが，それは280 Maから250 Maのことで，その他の年代においては，両者はそれ

ぞれ独自の古緯度値を示している。したがって，尐なくとも三畳紀後期から白亜紀前期にかけての期間，黒

瀬川帯構成要素は南中国地塊に帰属していた可能性が高いことが示された。ところで，南中国地塊は白亜紀

前期以降もほとんど位置を変えていない（18°N）のに対して，黒瀬川帯白亜系下部統の試料採取地点の現在

の緯度は32°Nである（Uno et al., 2011）。すなわち，黒瀬川帯白亜系日奈久層は形成後，帰属していた南

中国地塊から離れて現在の分布域まで，アジア大陸沿いに北に横ずれしたことを示している（図６）。このこ
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とは，筆者が为張する，黒瀬川帯が左横ずれ断層運動によって形成されたとする考えを支持しているとみな

される。そこで次に，西南日本の形成・発展に重要な役割を果たしたと考えられる大規模な横ずれ断層につ

いて，言及する。 

 

５.西南日本における横ずれ断層運動 

西南日本では，ジュラ紀付加体で構成される地帯が，美濃–丹波帯，秩父北帯および三宝山帯と複列に重複

して分布することが早くから注目されてきた。その原因を，ジュラ紀付加体形成後に，大規模な横ずれ断層

運動が進行したことに起因すると考える研究者は，前述した，平ほか（1981），小澤ほか（1985）や田代（1985）

を含め多い。筆者もその一人である。さらに，Mizutani et al. (1989)やMizutani and Kojima (1992)は，

放散虫化石の検討に基づいて，ジュラ紀付加体美濃帯がシホテ・アリンや中国東北部に連続することを示し，

それはもともとアジア大陸東縁（中国南部）において形成されたもので，白亜紀にはそれが大陸縁に沿って

大規模に並進して，中国北部まで移動したとする考えを示した。Zheng et al. (1990)は古地磁気データによ

ってこの考えを検証し，現在シホテ・アリンや中国東北部に分布するジュラ紀から白亜紀の付加体は，もと

もと台湾のあたりで形成されたことを示した。一方，田沢（1993）は，为に古生物地理学的データに基づい

て，日本列島の骨格構造の形成における横ずれ断層運動の重要性について言及した。彼は，もともと北中国

地塊東縁に一列に連なっていた飛騨外縁帯，南部北上帯および南部北上帯の南西延長部である黒瀬川帯の３

帯の先白亜系地体群（“リボンコンチネント”）が，前期白亜紀〜古第三紀の左横ずれ運動によって大規模に

変位し，“原日本”の最終的な地体群の再配列が進行したとした（田沢, 2004など）。一方，Otoh and Yanai

（1996）や大藤ほか（2000）によると，日本の先後期ジュラ紀浅海成層は，アジアの大陸側，太平洋側を問

わず，各時代の同じ動植物区で堆積したのに対して，ジュラ紀後期〜白亜紀前期になると，アジア大陸側と

太平洋側とで古生物地理的な違いが生じたことを指摘し，その原因は横ずれ断層運動に求められるとした。

彼らは，飛騨帯や飛騨外縁帯に残るジュラ紀の右横すべり延性剪断を根拠に，まず右横すべり剪断変形が太

平洋側の地質体を相対的に南へ押しやったと推定した。一方，ジュラ紀後期〜白亜紀には，前述した田代（1985）

などの古生物地理区研究を根拠に，黒瀬川帯や中央構造線に沿う大規模な左横すべり運動が推定され，黒瀬

川帯の先白亜系は，現在の華南の沖合ないしさらに南方から北上したと推定されるとした。また，Matsukawa 

et al. (1997)は，付加体を不整合に覆う非海成ないし浅海成堆積層に産する軟体動物の化石層序と時代論に

基づいて，西南日本のジュラ紀から白亜紀前期の付加体の重複配列は，横ずれ断層運動により白亜紀前期に

形成されたとした。さらに山北・大籐（2000）は，白亜紀前期および後期のアジア大陸東縁部には，それぞ

れ数百km以上の変位量を持つ左横すべり断層系が存在していたとし，白亜紀前期のものを黒瀬川断層系，白

亜紀後期のものを中央構造線断層系と呼んだ。両者は，微妙に位置がずれるが，一部では重複しており，２

つの時期に分かれて活動した一連の断層系ととらえ，両者を合わせたものを中央構造線−黒瀬川断層系と呼ん

だ。中央構造線−黒瀬川断層系は低角左横すべり断層で，2000 km 以上の総延長，1000 km オーダーの総変位

量を持つ一大断層系であるとしている。このように，西南日本の形成にジュラ紀後期〜白亜紀前期の横ずれ

断層運動が重要な役割を果たしたとする研究者は多く，黒瀬川帯の形成も同様な構造的枠組みの中で議論さ

れている。なお，黒瀬川クリッペ説では，西南日本におけるジュラ紀付加体形成後の大規模な横ずれ断層運

動との関係については言及されていない。 
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６.黒瀬川帯クリッペ説のその後の展開 

磯﨑ほかは黒瀬川クリッペ説を提唱後も，クリッペ説と伊藤・佐藤（2010）の地殻構造モデルをベースに，

花崗岩類の放射年代，砕屑性ジルコンの大量年代測定などを時間的にも空間的にも大きく広げて精力的に推

進し，日本列島形成のテクトニクスに関して，さらなる斬新な見解を提供し続けている（Isozaki et al., 2010, 

2014, 2017；磯﨑ほか, 2010, 2011；中間ほか, 2010; 鈴木ほか, 2010；Aoki et al., 2012, 2015；長谷川

ほか, 2017）。 

それらによると，彼らの重要な为張の１つは，「構造浸食」とみなされる。構造浸食とは，海洋プレートの

沈み込みに伴って，前弧域の堆積層が海溝に崩落し沈み込むプレートに巻き込まれる現象と，和達−ベニオフ

帯で前弧の地殻が下位から削剥・除去される現象である（山本, 2010）。彼らが構造浸食を重視するのは，日

本列島の古生界・中生界および現世河川砂に含まれる砕屑性ジルコンの年代頻度分布を大々的に分析した研

究に基づいている（中間ほか, 2010; 磯﨑ほか, 2010）。それよると，過去の日本ではカンブリア紀−オルド

ビス紀（520-470 Ma），シルル–デボン紀（440-400 Ma），ペルム紀−三畳紀（290-210 Ma），ジュラ紀（180-150 

Ma），そして白亜紀−古第三紀の，尐なくとも５回の花崗岩バソリス形成が起きたとみなされる。ところが，

現在の日本列島には白亜紀より古い花崗岩バソリスは存在しない。そこで，５回の花崗岩バソリスの形成と

最後のものを除く４回の大量消失が起きたことになると考えた（鈴木ほか, 2010；磯﨑ほか, 2010, 2011; Aoki 

et al., 2012）。そこで，そのような古期花崗岩バソリスの消失は，大規模な構造浸食を考える以外に現実的

な説明は難しいというのが，彼らの考え方である。磯﨑らは，プレートの沈み込みが続く活動的大陸縁辺域

では弧−海溝系の肥大と縮小が間欠的に繰り返され，縮小時には構造浸食によって前弧域の地殻物質が沈み込

み，前弧地殻の総量が減じて海溝および火山フロントの位置は大きく大陸側へ後退すると考えた（海溝と火

山フロントとの水平距離に相当する 100〜200km もの前弧域の削剥作用が繰り返されたと推定している）。さ

らに磯﨑ほか （2010）は，パンサラッサ海西縁に面する南中国地塊の活動的大陸縁辺域では，海洋プレート

が沈み込む弧−海溝系の肥大・縮小と構造浸食が古生代から何度も繰り返されて，その痕跡として蛇紋岩メラ

ンジュ帯が形成されたと为張した。 

彼らの重要な为張の２つ目は，花崗岩類の放射年代と花崗岩類や砕屑岩類のジルコン粒子のU-Pb年代の頻

度分布に基づいて，「Greater South China (GSC)」（図７）を提唱したことである。Isozaki et al. (2014)

は，南部北上帯のシルル系および石炭系砂岩の砕屑性ジルコン粒子のU-Pb年代の頻度分布を検討し，砕屑性

ジルコン粒子には太古代および原生代の砕屑粒子が含まれること，とくに原生代中期および後期の砕屑粒子

が含まれることを根拠に，これらの砂岩の供給源は南中国地塊であるとした。ところが，現在の南部北上帯

の位置は想定される南中国地塊の分布範囲から大きく北にずれていることから，南中国地塊の砕屑粒子が南

部北上帯に供給されるためには，南中国地塊が南部北上帯の大陸側の位置まで延長していたはずだと考えた

ことが，GSCを提唱につながった。すると，南中国地塊はそれまでに想定されていた分布域より大幅に北方に

広がり現在の2倍の大きさになるとして，それをGSCと呼んだ（図７）。沢田ほか（2020）が黒瀬川帯構成要

素が東京都西部に存在することを報告した中で，古生代前期に現在の九州から関東におよぶ長大な弧–海溝系

が発達していたことを示唆したのも，GSCの存在に沿う考え方であろう。したがって，古生代前期にはすでに

存在していた長大な GSC の沈み込み帯そのものが，黒瀬川帯の蛇紋岩メランジュ帯の形成に関わっていたこ

とになる。その後も，磯﨑らはGSCに関する研究成果を次々と公表している（Isozaki, 2018; Isozaki et al., 

2015, 2017ほか)。 
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図7 中央アジア造山帯の閉塞前のKhanka 地塊を含むGreater South China (GSC)を復元した模式図と東アジアにおける

環日本海のGSCの断片の現在の分布（Isozaki et al., 2017）． 

Fig.7 Schematic paleogeographic map showing the reconstructed Greater South China (GSC) that includes the Khanka 
block prior to the final closure of the Central Asian orogenic belt (CAOB), and the current distribution 

of fragments of GSC in the circum-Japan Sea region in East Asia (Isozaki et al., 2017). 

 

それらによると，GSCの範囲は狭義の南中国地塊ばかりでなく，東シナ海の先カンブリア時代の基盤の部分，

彼らが原日本を構成していたと考える古期岩類で構成される西南日本（黒瀬川帯）や東北日本（南部北上帯）

の部分，さらに，極東ロシアのKhanka地塊が含まれるとする，GSCの具体的な描像を示した。 

 

７.黒瀬川帯のテクトニクスに関して残された課題 

黒瀬川帯の成因に関するクリッペ説と左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説とは，ともに黒瀬川帯を蛇紋岩

メランジュ帯とみなす点では共通している。しかし，その形成年代，形成メカニズムや構造的位置付け

は，両者で全く異なる。黒瀬川クリッペ説では，原日本を構成していたとされる黒瀬川帯，南部北上帯

および Khanka 地塊を含む，南中国地塊（GSC）のパンサラッサ海に面した長大なプレート沈み込み帯の

前縁で，古生代前期から繰り返された構造浸食の痕跡として，多様な地質体で構成される蛇紋岩メラン

ジュ帯が成長したとされた。それが，活動的大陸縁に発達する付加型造山帯に特有なパイルナップ構造

の最上位を占める地質体として，ジュラ紀付加体の上位に累重したが，西南日本外帯ではナップが大部

分差別的に削剥された結果，残ったのが黒瀬川帯の蛇紋岩メランジュのクリッペであるとされた。一方，

黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説では，白亜紀前期に始まった大きな北向き成分を有するイザナギ

プレートの斜め沈み込みにともなって，アジア（ユーラシア）大陸東縁の南中国地塊部分の前弧域で発

生した低角左横ずれ断層運動によって蛇紋岩メランジュ帯が形成され，それが秩父北帯と三宝山帯の間
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に挟まれるように定置したとみなされた。黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯は，北傾斜の層状体として地下に

延びていることになる。ただし，秩父帯は地下深部まで延長しないとされているので（伊藤・佐藤, 2010），

層状の黒瀬川帯とその下位の三宝山帯とは，基本的には仏像構造線によって地下で絶たれていると推定

される。 

このように，黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯と秩父北帯との構造関係は両説で全く異なる。その原因の一

つは，黒瀬川帯を画する断層の姿勢に関して，両説で基となるフィールドデータの解釈が異なることに

起因していると考えられる。黒瀬川帯と南側の三宝山帯との境界断層が北傾斜を呈することは両説で一

致しているが，黒瀬川帯と北側の秩父北帯との境界断層の姿勢は，両説で相反する。クリッペ説では黒

瀬川帯北限の断層は緩い南傾斜を呈するとみなされており，したがって，黒瀬川帯は向斜状構造を呈し

てジュラ紀付加体を構造的に被覆することになる。また，北側の秩父北帯と南側の三宝山帯のジュラ系

は連続した地質体とみなされた。これに対して，山北（1998）や松岡ほか（1998）は，これらの境界断

層はともに北に傾斜していて，黒瀬川帯は上位の秩父北帯と下位の三宝山帯に挟まれて北に傾斜する層

状体で，クリッペではないと为張した。したがって，秩父北帯と三宝山帯のジュラ紀付加体を単純に同

一の連続した地質体と見なすことは難しいとしている。黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説でも，同

様の構造関係が想定されている。実際，野外調査に基づく地質断面図を見ると，黒瀬川構造帯そのもの

や黒瀬川帯北縁の上倉断層は北傾斜で描かれている場合が多い（市川ほか, 1956; Hada, 1974; Maruyama, 

1981; 磯﨑, 1985; Hada et al., 1990）。さらに村田（2016）は，黒瀬川帯古期岩類の分布域やそのす

ぐ北側に分布する下部白亜系・上部白亜系の堆積岩類が，途切れながらもほぼ直線的に分布している事

実は，黒瀬川帯の内部も含めて，基本的には高角な構造の反映であるとする見方を示している。 

ところで，黒瀬川帯の地下構造に関する地球物理学的研究をみると，木村（1979），木村・岡野（1980）

や岡野ほか（1983）は四国の微小地震の震源分布と地殻構造との関係を検討した中で，黒瀬川構造帯の

地下には，南北幅約2 km，尐なくとも深さ20 km程度に達する北に急斜する低地震活動域（aseismic zone）

が存在することを明らかにした。波田ほか（1979），波田・市川（1982）および Hada and Suzuki (1983)

はこれらの研究に注目し，低地震活動域は黒瀬川構造帯が北傾斜で地下深部に延長していることを示し

ていると考えた。一方，村上・吉倉（1992）は，黒瀬川構造帯に沿う蛇紋岩に起因する磁気異常を解析

し，磁気異常を作る蛇紋岩体の構造を求めた結果，黒瀬川帯の蛇紋岩体は中程度以上の角度で北に傾斜

する板状ブロックを形成して，尐なくとも地下数 kmまで延びると推定されるとした。 

このように，黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯はジュラ紀付加体上のクリッペなのか，それともジュラ紀付

加体に挟まれた北傾斜の層状体なのかはまだ意見の一致を見ておらず，地質学的に解決しなければなら

ない为要な課題である。この課題は当然，蛇紋岩メランジュ帯の起源や形成メカニズムをどう考えるか

にも関わっている。 

次に議論しなければならないのは，磯﨑ほか（2010）によって問題提起された，日本列島には白亜紀

の花崗岩バソリスを除くと，過去に存在したはずの花崗岩本体が存在していないのはなぜかという疑問

である。中間ほか（2010）や磯﨑ほか（2010）による広範な砕屑性ジルコンの年代頻度分布の分析によ

って明らかにされた花崗岩バソリスの形成時期と，黒瀬川帯の花崗岩類や花崗岩礫の放射年代の測定結

果（Hada et al., 2000) は，非常によく対応している。原日本では，カンブリア紀−オルドビス紀，シ

ルル–デボン紀，ペルム紀−三畳紀およびジュラ紀に花崗岩バソリスの形成活動があったことは間違いな
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いとみなされる。しかし，現在の日本列島には，これらの年代に対応する花崗岩バソリスは，確かに存

在していない。この点に関して，磯﨑ほか（2010）は，古生代から繰り返された構造浸食により花崗岩

バソリス本体はすべて削剥されてしまい，その痕跡のみが蛇紋岩メランジュ帯に残されていると考えて

いる。一方，黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説では，黒瀬川帯の三滝火成岩類や陸棚堆積層の礫岩

に含まれる花崗岩質岩はすべて南中国地塊に由来すると考えている。したがって，三滝火成岩類本体や

砕屑物を供給した花崗岩類の活動は母大陸である南中国地塊で進行したのであって，黒瀬川帯はその後

左横ずれ断層運動によってそこから北にずれて現在の場所に定置したとすると，西南日本にそれらの花

崗岩本体はみつからないのはある意味当然と言える。一方，現在の南中国地塊には，白亜紀花崗岩類が

広範に分布する海岸地帯の陸側の Cathaysia block には，古生代からジュラ紀に至る種々の年代の花崗

岩類が分布している（Song et al., 2015; Wang et al., 2018 など）。一方，後述するように，南部北

上帯は南中国地塊から分裂した小陸塊とみなされ（永広・蟹沢, 1996），それが横ずれ断層運動により北

上する過程で形成されたのが黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯である可能性があるとすると（Hada et al., 

2001; Kato and Saka, 2003)，現在の南中国地塊は，南部北上地帯や黒瀬川帯の構成要素を取り去った

残りの部分であることに留意する必要もあるかもしれない。このように，現在の日本列島に，花崗岩礫

や砕屑性ジルコンを供給したはずの，後背地に広く露出していたはずの花崗岩本体は存在していないテ

クトニクスをどう説明するかは，解決すべきもう一つの極めて重要な課題である。 

ところで，黒瀬川帯の蛇紋岩メランジュ帯の形成を海洋プレートの斜め沈み込みにより引き起こされ

た横ずれ断層運動に求める場合には，断層運動の規模や活動時期に関する検討は欠かせない。黒瀬川帯

の左横ずれ断層運動の変位量に関する具体的な研究成果はこれまでにほとんどないが，Uno et al. (2011）

は古地磁気データを使って，黒瀬川帯の横ずれ断層運動に関して明快な分析を行った。古地磁気データ

は，南中国地塊と黒瀬川帯は白亜紀前期までは一体となって移動していたことを指示している。ところ

が，南中国地塊はそれ以降ほとんど位置（18°N）を変えていないのに対して，黒瀬川帯は現在32°N（古

地磁気試料採取地点）に位置している。この事実は，黒瀬川帯は白亜紀前期以降に帰属していた南中国

地塊から離れて，古緯度との差の14°程度，距離にすると1500 km程度アジア大陸東縁沿いに北の現在

の位置まで横ずれしたことを指示しているとみなされる。横ずれ断層の場合は，そもそもオフセットマ

ーカーを見出すことが難しいことから信頼できる変位量に関する議論は難しいが，その中で古地磁気に

基づくデータは貴重である。ただし，このような大陸縁辺域に沿う横ずれ断層運動による大規模な変位

量についてはこれまでいろいろな議論がなされており，例えば，大規模な横ずれ変位は一つの断層の実

際の変位量ではなくて，並列する複数の断層による変位量を加えた総変位量を表している可能性が考え

られる（Irving et al., 1996；Uno et al., 2011など）。黒瀬川帯の場合も，より大陸側に想定される

飛騨外縁帯や中央構造線などの白亜紀前期の左横ずれ断層運動（Ichikawa, 1980；Tsukada, 2003）を考

慮する必要があるであろう。 

一方，左横ずれ断層運動の活動時期に関しても，Uno et al.（2011）の議論がある。彼らは，断層運

動の開始は，黒瀬川帯白亜系日奈久層が形成後に帰属していた南中国地塊とは異なる古緯度を示すよう

になる約 110 Ma とみなし，一方完了時期については， Tokiwa （2009）による四万十帯白亜系上部統

付加体のメランジュ・ファブリックの解析に基づいて，アジア大陸に沈み込むプレートがイザナギプレ

ートから西向きのクラプレートに転換した約87 Maと想定した（図６の黒瀬川帯の変遷の矢印のスター
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ト点と終点）。したがって，それらの年代110〜87 Ma の差 23 m.y.に 1500 km 移動したことになり，そ

の移動速度は約 7 cm/yr.となるとした（Uno et al., 2011）。この時期のイザナギプレートの北向きの

移動速度は，20 cm/yr.を超えていたと推定されている（丸山・瀬野, 1985; Maruyama and Seno, 1986）。 

左横ずれ断層運動の開始と完了の時期については，このほかに以下のような考えが示されている。田

代（1985）は，白亜系海生二枚貝フォーナの古生物地理の検討から（前述），約 130 Ma（オーテリビア

ン期）〜約 100 Ma（アルビアン期後期），山北・大藤（2000）は，白亜紀前期左横すべり黒瀬川断層系

の活動時期を 120 Ma（アプチアン期）〜90 Ma（チューロニアン期），Matsukawa et al. (1997)は，西

南日本の付加体の重複配列はオーテリビアン期（約130 Ma）に完成したとする見解を示している。また

本論では，横ずれ断層運動をイザナギプレートの北進に依拠していることから，約 140 Ma〜85 Ma（丸

山・瀬野, 1985； Maruyama and Seno, 1986）となる。ただし断層運動の開始時期については，イザナ

ギプレートの北進の影響が実際に前孤域に波及し，前孤域がずれ始めるにはタイムラグを想定する必要

があるとみなされることから，Uno et al. (2011）が古地磁気データに基づいて提案した，南中国地塊

に帰属していた白亜系下部統がそこから離れた約110 Ma（アルビアン期）が妥当であると考える。一方

完了時期は，イザナギプレートの北向きのプレート運動が西向きのクラプレートに転換した年代 85 Ma

（サントニアン期）となる。このように，左横ずれ断層運動の活動時期が白亜紀前期から中期である点

は一致しているが，詳細な開始と完了時期となると見解にはまだ幅がある。活動時期に幅があるのは，

前述したように，西南日本の並列する複数の横ずれ断層による変位を総合したものが黒瀬川帯の横ずれ

運動に反映されている可能性もあり，その場合には黒瀬川帯のデータのみで議論をすることはできない

ことになる。黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説を为張する場合には，その妥当性ばかりでなく，左

横ずれ断層運動の規模や活動時期を確定することも重要な課題となる。 

さらに，ここでは詳しく議論する紙数の余裕はないが，南部北上帯と黒瀬川帯の地体構造区分上の関係

を解明することも，極めて重要な課題である。両者は，岩石構成や層序がよく似ていることから，かねて

より黒瀬川帯の起源はしばしば南部北上帯のそれと対比して議論されてきた（例えば永広, 2000）。永広・

蟹澤（1996）やEhiro（2000）は，南部北上帯の中期〜後期古生代古生物地理を検討し，南部北上帯は，石

炭紀以降に超大陸ゴンドワナ北縁のオーストラリアと近接する部分から分離して，赤道近辺にとどまって

いた中国南部に由来する陸塊であると推定した。これは，これまで議論してきた黒瀬川帯の履歴と非常に

よく似ている。南部北上帯の場合は，一定の広がりを持つ大陸由来の地体構造単元そのものであることか

ら，南中国地塊からジュラ紀後期以降に分裂した「小陸塊」である可能性は十分考えられるであろう。Hada 

et al. (2001) やKato and Saka (2003) は，南中国地塊から分裂した南部北上小陸塊が横ずれ断層運動に

よってアジア大陸縁に沿って北に移動した際に，蛇紋岩メランジュ帯に残された陸塊の断片が黒瀬川帯の

地質体である可能性について言及した。一方高橋（2015）は，西南日本の明瞭な帯状配列は東北日本には

そもそも存在していなかったとしており，その場合は西南日本の地質構造を東北日本に単純に延長するこ

とはできないのかもしれない。黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯と南部北上帯を成因的に結びつけることの是非

は，古生代初期からすでに長大な沈み込み帯が発達し，構造浸食が繰り返されていたとされる GSC を想定

（Isozaki et al., 2017 ほか）することの是非や，蛇紋岩メランジュ帯形成の基本的な構造運動は何かの

解明とも関わっており，今後解決すべき興味深い課題として残る。 
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８.まとめ 

海洋プレートの沈み込みによって形成されたジュラ紀付加体が広範に分布する西南日本外帯の領域に，南

中国地塊由来の異地性地質体が黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯を形成して定置したテクトニクスをどう考えるか

は，日本列島の造構発展過程を解明する上で極めて重要な課題である。本稿では，黒瀬川帯の起源とテクト

ニクスについて整理し，黒瀬川帯形成に関する統一した見解を導くために，解決すべき課題について言及し

た。本稿の議論は，以下のようにまとめられる。 

（１）黒瀬川帯の形成テクトニクスについては，これまでに「黒瀬川古陸衝突・付加説」，「黒瀬川クリッ

ペ説」および「黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説」の３つの考え方が提唱されてきた。本稿では，現在

も議論が続いている後２者を中心に，それぞれの問題点や課題について言及した。 

（２）黒瀬川クリッペ説では，南中国地塊（GSC）の長大な活動的大陸縁辺域では，古生代前期から沈み込

み帯の活動が活発で構造浸食が繰り返され，その痕跡が飛騨外縁帯，長門構造帯，黒瀬川帯などの蛇紋岩メ

ランジュ帯であるとされた。蛇紋岩メランジュ帯は，付加型造山帯に特有なパイルナップ構造の最上位の地

質体として，ジュラ紀付加体の上位に累重していたとみなされている。しかし，蛇紋岩メランジュ・ナップ

は西南日本外帯ではほとんど削剥されたことから，最終的に浸食を免れた部分が黒瀬川帯と呼ばれる構造的

外座地体構造（クリッペ）を呈しているとされている。 

（３）一方，黒瀬川左横ずれ蛇紋岩メランジュ帯説では，白亜紀前期に，アジア大陸東縁において北向き

成分の大きいイザナギプレートの斜め沈み込みが開始したことにより，南中国地塊の前孤域で始まった低角

左横ずれ断層運動によって形成されたのが，南中国地塊に由来する構造岩塊（テクトニック・ブロック）で

構成される黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯であるとされた。したがって，黒瀬川帯は上位の秩父北帯と下位の三

宝山帯に挟まれて緩く北傾斜する，層状体を形成しているとみなされる。 

（４）黒瀬川蛇紋岩メランジュ帯の形成が，GSCの大陸前縁のプレート沈み込み帯で古生代前期から始まっ

ていたのか，南中国地塊の前孤域で白亜紀初期のイザナギプレートの北向きの移動に伴って引き起こされた

低角左横ずれ断層運動によって形成されたのかは，両者が全く異なる造構発展過程を想定していることから，

今後明らかにされなければならない最重要課題である。 
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